
   

   

 
 

目 次 

ユートピア概論 
  ユートピアとは  
  トーマス・モアのユー
トピア 
  ユートピア実現事業 
 
ユートピア実現の試み
事例 
 
 1.ピューリタンの民主
主義社会 
 2.クエーカーたちの理
想都市 
 3.シェーカーズ教徒村 
 4.イエズス会のミッショ
ン 
 5.ユートピア社会主義
者の夢 
 6.オーウェンの協同組
合 
 7.フリエの生産・消費
協同社会 
 8.ロシアの農民ユート
ピア国 
 9.トルストイの「イワン
王国」 
 10.ガンジーの「インド
独立国家」 
 11.武者小路実篤の

集合計画都市である「ファランクス」 
 
 
 フランスの偉大な空想社会
主義者のひとり。商人であっ
た体験からブルジョア社会の
悪弊を手ひどく批判した。独
特の発展段階に立つ歴史観
から理想社会のくることを予
想し、それの社会組織を構想
したが、その費用を出してくれ
る篤志家のあらわれるのをむ
なしく待ちつづけた。代表的
作品に『産業的協同社会的
新世界』がある。 
 
 同時代のサン＝シモンとちがって、半分頭のおかし
かったシャルル・フーリエはがちがちのユートピア主
義者だった。反国家、反産業、反リベラル、反競争、
反都市ではあったけれど、私有財産を廃止したがっ
た社会主義者とは距離を置いた。かれの描いたユー
トピア社会は宇宙との「自然な調和」を保ち、それは
非暴力的な手段で実現できるものだった。かれの提
案は「ファランクス」という一種の生産・消費協同組合
組織または社会を設立することだった。主要著作 Ré
forme industrielle で、フーリエは多くの支持者を集め
て、その多くはこうしたミニ社会を設立しようとした（そ
して失敗した）。マルクス派からは毛嫌いされる。  
 
    

 
 

 シャルル・フーリエの産業的
協同社会的新世界

 フーリエの生涯と思想
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「新しき村」 
 12.毛沢東の「人民公
社」 
 13.伊藤勇雄の人類文
化学園 
 14.農大生たちの「杉野
農場」 
 15.ブラジルの弓場農
場 
 16.シュタイナー「ひび
きの村」 
 17.ヤマギシ会「ヤマギ
シの村」 
 18.脱日本運動の「ノア
の方舟」 
 19.パラグアイのメノニ
ータ社会 
 20.モルモンの理想郷
ユタ 
 21.アドベンチストの学
園村 
 22.イスラエルのキブツ 
 23.エホバの証人の地
上天国 
 24.デンマークの共同
体 
 25.ヒッピーの生活共同
体 
 26.マレーシアのイスラ
ム村 
 27.ドイツの学生生活共
同体 
 28.宮沢賢治のイーハ
トーブ 
 29.宮崎駿のユートピア
文学 
 30.南米の理想郷「イン
カ都市」 
 31.国宝美術作品の理
想郷図 
 32.未来都市ブラジリア 
 33.都市工学のユート
ピア「海市」 
 34.宇宙空間のユート
ピア計画 

 フーリエは１７７２年４月にフランス東北部の町、ブ
ザンソンに、富裕な毛織物・香料商人の長男として生
まれた（プルードンが同じこの町に生まれたのは３７
年後のことだった）。 
 「フーリエは幼少の時から不正や抑圧を憎む気性
が激しく、家業の商売上のことで正直であったために
両親から罰せられた少年は、嘘つきを常道とする商
業に対して、復習の誓いを立てたといわれる。商業に
対する憎しみは、事実、彼の生涯を貫くことになる」
（中央公論社『世界の名著』４２の解説より） 
 「強情ではあったが、感情がこまやかで思慮深く、
勉強好きの少年」（同）だったフーリエは、測量担当の
軍事技師を志したが、家業を継ぐことを余儀なくされ
る。 １７９３年、２１歳で父の遺産を元手にリヨンで
米・綿花・砂糖など植民地商品の取引に乗り出したフ
ーリエは、革命派と反革命派の抗争に巻き込まれ、
リヨンを包囲した革命軍によって商品を台無しにされ
投獄までされて全財産を失った。「この災難によっ
て、彼は商業に対してと同様、暴力や革命に対して
徹底的に憎む気持ちを、生涯、もちつづけるようにな
った」（同）という。 
 その後、彼は雇われ商人としてヨーロッパ各地を巡
り歩き見聞を深める。しかし、彼が拠点とした商工業
都市リヨンの活気とその経済的社会的矛盾、労働者
の貧困を目の当たりにしたことが彼の思想形成の基
礎になったようだ。 
 彼は１８０８年に匿名で刊行した『四運動および一
般的運命の理論』で、「彼自らが発見したとする社会
運動の法則を、情念引力に基づいて、宇宙論的スケ
ールで説明」（同）するが、社会的反響はほとんどな
く、第二の著書、『家庭的農業的協同社会概論』を１
８２２年に刊行するまで１４年を要する。さらに、１８２
９年には『概論』を要約し読みやすくした第三の著
作、『産業的協同社会的新世界』を発行、情念引力
の法則に基づく文明社会批判と未来の普遍的調和
的社会の建設を説く（この『新世界』の校正に当たっ
たのが印刷所の校正係をしていた２０歳のプルード
ンで、彼は「６週間の間、この奇妙な天才の虜になっ
た」と後に語った）。彼が６５歳の生涯を孤独のうちに
閉じたのは１８３７年１０月１０日のことだった。 
 
●痛烈な「文明社会」批判 
 フーリエの「文明社会」（あるいは「産業主義」）批
判、つまり資本主義批判は容赦なく、辛辣極まりな
い。以下は、『産業的協同社会的新世界』からの引用

2/7 ページユートピアへの挑戦

2006/10/19http://www.geocities.com/genitolat/Utopia/042.html



 35.ユートピア的企業
例：トヨタ 
 36.ﾕｰﾄﾋﾟｱ社会造り企
業：松下 
 37.ユートピアを模索す
る産業 
 38.ユートピア商売のリ
ゾート産業 
 39.フィンドホーン共同
体 
 40.生産勤労共同体
「共働学舎」 
 41.共生共存企業「わっ
ぱの会」 
 42.無所有奉仕共同体
「一燈園」 
 43.小さな共同社会「癒
しの郷」 
 44.宗教的社会福祉企
業の大倭教 
 45.理想的社会造りの
NPO 
 
ユートピアの条件：自給
自足 
 
 1.自給自足の生活と概
念 
 2.自然農法、有機、無
農薬他 
 3.自給自足を目指した
試み 
 4.本サイトの結論 
 

 
ラテンアメリカはいかが
ですか 
ブラジル  パナマ 
国際サバイバル道場 
 

2003年2月25日より 
 

作者の他のサイト 

である（訳文は中央公論社前掲書より）。 
 彼は言う、「産業主義」は「科学的妄想」であり、「比
例的報酬についての何らの方式も持たず、また生産
者もしくは賃金労働者が富の増大の分け前に与るた
めの保証を何一つもたずに、雑然と生産を行う精神
錯乱」である、「だからわれわれは、産業の盛んな地
域が、この種の進歩とは無縁な地方と同じくらいに、
いやおそらくはそれ以上に多くの乞食でみちあふれ
ているのを目にする」のだ、と。 
 絹織物工場は子供を１日１９時間も拘束し働かせて
いるが、これは「事実上復活した奴隷制」だ。 
 ダブリン（アイルランドの首都）の労働者は飢えで苦
しんでいるが、お偉方はこの流行病にかかる心配は
ない、彼らがかかるとすればむしろ「消化不良」だ。
飢えにも「激しい飢え」「窮乏による緩慢な飢え」「（商
人が売り惜しみしたため品質が落ちて）不健康なもの
を食べることを余儀なくする投機的な理由による飢
え」「過度の労働などによる切迫した飢え」など色々
ある。 
 ２千５百万人のフランス人は葡萄酒を口にしていな
いのに、「人々は過剰生産のために、全収穫物を排
水渠に投げ捨てることを余儀なくされているのだ」。 
 「毎年毎年、諸国民の富に関するいくつもの新たな
哲学が現れている。書物の中には何と多くの富があ
り、藁葺きの家の中には何と多くの貧困があること
か」（Ａ・スミスへの当てこすりだ） 
 「経済学は１８２６年の多血症的恐慌によって途方
に暮れた」、ようやくシスモンディが「消費が転倒した
やり方でなされていること、つまり消費が遊び人の気
紛れに基づいているのであって、生産者の幸福に基
づいているのではないこと、を認めた」が、これは「中
途半端な証言」だ。 
 「流通は転倒しており、生産物の所有者となること
によって生産者や消費者から暴利を貪り、また買い
占め、投機売買、常習的詐欺、ゆすり、破産等の陰
謀によって産業的体系に無秩序をまき散らす商人や
卸業者という名の仲介人に行われていること、また、
競争は転倒しており、賃金を低下させる傾向を持ち、
また産業の発展によって人民を貧苦に導くこと、つま
り、競争が激しくなればなるほど、労働者は競争相手
の多過ぎる労働を捨て値で受け入れることをいっそう
余儀なくされること、また他方、商人の数が増えれば
増えるほど、彼らは利益を得ることが困難であるため
に、いっそうのペテンに導かれること、は明白ではな
いか？」 
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１．ユートピア社会主義
者たちの理想と現実 
 
２．ユートピア主義者や
社会主義者 
 
３．社会主義観の変遷 
 
４．Charles Fourier 
 
５．ユートピア社会主義
者達の夢 
 

関連サイト 

 「産業は、よりいっそう顕著な壊乱状態を呈してい
る。それは、全体的と個人的との二つの利害の不一
致である。あらゆる産業者は大衆と反目しており、個
人的利害のゆえに大衆に対して悪意を抱いている。
医師は同胞市民が重い熱病にかかることを願い、ま
た検事は各家庭で大きな紛争が起こることを願う。建
築家は町の四分の一を灰燼に帰す大火事を必要と
し、ガラス屋は窓ガラスという窓ガラスを割る激しい
雹を願う。……まさにこのようにして、文明社会の産
業においては、あらゆる個人が大衆と意図的に反目
している。これは、反協同社会的産業、つまり転倒し
た世界のもたらす必然的結果である」 
 「産業のこうした悪循環が存在することをよく理解し
ているので、人々はいたるところで産業に疑問をさし
はさみはじめ、文明にあっては貧困が豊富そのもの
から生じることに驚き始めている」。 
 
 
●エンゲルスの賛辞 
 
 こうしたフーリエの「文明社会」批判にエンゲルスは
惜しみなく高い評価を与えている。エンゲルスが「サ
ン・シモンにおいて、われわれが見たものは一つの
天才的な広大な視野であった」が、「フーリエにみる
のは現在の社会状態に対する純フランス式な機知に
富んだ批判で、しかもそれが相当深刻である」（『空
想より科学へ』）と書いているのを想起されたい。 
 また、エンゲルスは「フーリエは偉大な批評家であ
るだけではなく、彼のいつもかわらぬ朗らかな本性
は、彼をして諷刺家、しかも古今を通じて最大の諷刺
家の一人たらしめているのである」と最大限の賛辞を
贈っている（同）。 
 さらに先ほどの引用の中にある「多血症的恐慌」と
いうフーリエの表現について、エンゲルスは『反デュ
ーリング論』で、「フーリエが最初の［＝１８２５年の］
恐慌を crise plethorique すなわち過剰からくる恐慌
と名づけたのは、すべての恐慌にぴったり当てはま
る言葉であった」（岩波文庫版下巻）と評している。 
 また、エンゲルスは、フーリエが文明の「悪循環」と
矛盾を指摘して、「文明にあっては貧困が豊富そのも
のから生じる」と喝破した点を捉えて、「このようにフ
ーリエの弁証法の駆使は彼の同時代人ヘーゲルにく
らべて決して劣らない」（『空想より科学へ』）と褒め称
えている。エンゲルスがどれほど高くフーリエを評価
していたかが分かるであろう。 
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●「協同社会」の見取り図 
 彼が「自然的な」あるいは「調和的な協同社会」とし
て描く未来社会も興味深く、示唆に富んでいる。 
 フーリエによれば、「文明社会」には「二つの根源的
な悪、すなわち農業の分散細分化および商業の虚
偽」がまかり通っている。彼は「非協同社会的経済
学、つまり分散細分化の理論」にあっては「産業にお
ける小破壊者である小生産者を鼓舞」してきたが、そ
れはまったくの誤りだと説く。彼が最初から小生産の
対立者として登場しているのは興味深い。彼には小
生産者を美化したり、その体制の永続を約束するこ
とで彼らの支持をかき集めようなどという卑しむべき
追従根性とは無縁なのだ。 
 フーリエによれば、協同社会は本質的に「大規模な
結合体」でなければならない。「大規模な結合体」に
あっては「各種の職務において、われわれの小規模
な世帯の複雑さが必要とする人員と器具の百分の一
しか用いない」で済む。 
 彼が古代マケドニア軍の方陣ファランタスからとっ
てファランジェと名づけた生産と消費・生活全体にわ
たる協同体は、千八百名を最も適正な規模とし、一
人当たり一ヘクタールの農地を持つ。ファランジェの
住民はファランステールと呼ばれる四階建ての広大
な協同宿舎で生活し、その周辺には農園、作業所、
教会、情念取引所、教会、劇場などが配置されてい
る。 
 この結合体にあっては、たとえば１８００名の人間の
ために料理を作るのに文明社会のように３００人の主
婦は要らず、機械を利用するためもあって十名の専
門家で足り、しかも様々な種類の料理を豊富に用意
することができる。 
 「燃料の節約は厖大であり、また、実施不能の数多
くの森林法よりずっと効果的に、森林や風土の修復
を確実なものとする」し、「家事労働は非常に単純化
され、その結果、主婦と召使いの８分の７に時間の余
裕ができ、生産的な労働に充当できるようになる」 
 こうした協同社会的結合体体には、その他にも「何
もすることなく……生産をあげる」という利点がある。
「組み合わされた活動休止」、たとえば漁の開始と終
了時期を取り決め乱獲を防ぐことにより魚の量は２倍
になる。「小さな盗みが妨げられることによる節約」も
馬鹿にはならない。果実の盗難防止のために石垣を
作ったり監視する労働は不要になるからだ。 
 何よりも「商業制度への真実の導入」によって商業
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＝寄生的な産業に従事している働き手と資本の２０
分の１だけですべては済むようになる。 
 さらに、「司法官職」「軍人、税関吏、徴税吏」「召使
い」等々の不生産的な人間が一掃されることによる
利点も大きい。 
 「実際、もし男、女、子どもが、３歳の時期から老衰
期に至るまで快楽に基づいて労働するとすれば、ま
た、器用さや情熱や機械や活動の統一性や自由な
交通や風土の修復や活力や人間および動物の長寿
が産業能力を無限に高めるとすれば、累積した可能
性は生産高をずっと早く十倍に高めるであろう」 
 それだけではない、「情念引力」（＝「熟慮反省に先
立って自然によってもたらされ、理性や義務や偏見
等々の反対にもかかわらず、いつまでも存続する衝
動」）、特に「移り気情念」「密謀情念」「複合情念」とい
う三つの原動力を巧みに活かし総合することで、
人々の能力と適性は最大限に発揮され、人類はより
高度の調和的な協同社会へと飛躍するのである。 
 「移り気情念」とは変化や新規さに対する欲求であ
り、これを活かすためにファランジェでは、人々は平
均２時間単位で仕事を変え、翌日はまた農業・製造
業の様々な分野で別の仕事を担う。これによって
人々は一つの労働に縛り付けられることによって退
屈したり意欲を失うこともなく新鮮に楽しく労働する。 
 「密謀情念」とは冷静な精神と陰謀への熱中であ
り、これはいくつもの集団が互いに生産や品質などで
競い合い相互に向上することに寄与する。「複合情
念」は「盲目的な激情」「有頂天や感動の状態」であ
り、これは生産や人間関係における熱狂や調和を生
み出す。 
 こうした「情念引力」を効果的に組織し総合するに
は、それを発揮させるための機構が必要なことはい
うまでもない。「系列機構がこのように下ごしらえされ
て初めて、人々は引力の諸特質、すなわち、その幾
何学的な正確さや、快楽の交替による行き過ぎの防
止や、美食術の洗練に比例して高まる産業への熱意
および仕事の完全美や、美徳に至る手段となった富
への愛着や、生産的労働への子どもの導入や、不和
を全体的調和の中で用いること、および不調和の間
接的和合、を垣間見ることができる」 
 フーリエの「協同社会」の青写真の中には奇妙な要
素や時代的制約による限界も少なくないが、資本主
義社会とそこに生きる人間の本性の洞察に基づいた
健全で進歩的で想像力をかき立てずにはおかない
面も多々ある。 
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 彼の“弟子”たち、たとえばルイ・ブランやプルードン
が小ブルジョア的社会主義の思想を吹聴してフーリ
エの評価をおとしめたとしても、それはフーリエの責
任ではないのだ。 
 
＜「社会主義観の変遷――民衆の苦悩と夢を映し

て」より＞ 

 

＜次へ＞  
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注文する  

 シャルル･フーリエ伝 
幻視者とその世界  

ジョナサン・ビーチャー 著 福島知己 訳  
   

本体6,800円 A5判上製 
 ISBN 4-87893-391-7  発行2001.05    

 

【内容】   
フランスの思想家シャルル･フーリエ（1972～
1837）の代表的著作『四運動および一般運
命理論』（巌谷國士訳・現代思潮社）は、ユー
トピア主義の聖典として同時代の人々に多大
な影響を与え、多くのフーリエ主義者を生み
出した。しかし、エンゲルスにより、オーエン、
サン=シモンとならんで『ユートピア的社会主
義』とのレッテルを張られて以降、その思想
は前科学的なものとして、長いこと軽んじられ
てきた。 
それが、アンドレ・ブルトンによる再評価を機
縁に、第二次大戦後さまざまな再評価がなさ
れてきた。なかでも、1967年、フーリエの弟子
たちが当時隠しとおした大著『愛の新世界』
が刊行されてからは、フーリエの性愛と抑圧
の分析に高い評価が与えられ、ラディカルな
フロイトの先駆者とみなされるようになってき
た。そのほか、ロラン・バルトによるユートピア
的言語体系への言及（『サド、フーリエ、ロヲ
ラ』）など、フーリエに対する関心は時代を追
うごとに高まっている。 
本書は、フーリエに関する本格的評伝で、こ
とにこれまではほとんど知られることのなかっ
たフランス革命期時代のフーリエの動向を詳
細に調べ、フーリエの全体像をはじめて明ら
かにした大著である。  
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シャルル・フーリエ 

『四運動の理論』上下 
1970・2002 現代思潮新社 

Charles Fourier : Theorie des Quatre Mouvements et 
des Destinees Generales 1808 

巖谷國士 訳

 

 

  

©現代思潮新社
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オンライン
書店 bk1 
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 パレ・ロワイヤルの狂人と言われていた。晩年はパレ・ロ

ワイヤルのカフェや読書室で風変わりな常連として知られ

たせいだろう。その狂人フーリエが書いた『四運動の理論』

が奇書でないはずがない。奇書なのだ。まさに奇書、それ

もとびきりの奇書である。ただし奇書というと、ふつうは書

物の中に「奇」があるということになるのだが、フーリエの奇

書は社会に実在する「奇」を企てたという意味では、活きた

奇書だった。 

 もっともフーリエ自身は「奇」とは思っていない。『四運動

の理論』がめざすもの、それは新しい社会モデルの実験だ

ったのである。 

 結論からいうと、この社会モデル「アソシアシオン」（協同

体）は、中心に「力」をもっている。その力は「関係」である。

フーリエはそれを「情念引力」とよんだ。それゆえフーリエ

の理論は万有引力論ならぬ情念引力論となる。「愛の重力

理論」などともよばれた。フーリエが考え出した基礎の情念

は12を数えた。五感にあたる５つの「感覚（贅沢）情念」、友

情・恋愛・野心・家族愛の４つの「感情情念」、そして密謀・

交替・複合の３つの「配分情念」。これらが前後左右にマト

リックス状につながって、系列（serie）と群（groupe）をつくっ

ている。その相互関係を引きつけているのが情念引力であ

 

ミメロギア大賞発表中！ 

 
Ads by Google

科学技術向け高速関数
線形代数・フーリエ変換ほか 数値計
算プログラムに最適 
www.xlsoft.com/jp

時系列解析ツール Oscope 
データが活きる、分析が進む 体験
無料ダウンロード実施中 
www.onosokki.co.jp

このサイトに広告を掲載

サーチ: 

松岡正剛の最新情報はこちら 

いつでも見たい、松岡正剛
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シャルル・フーリ
エ

『シャルル・フーリ
エ伝』 

ジョナサン・ビー
チャー 

作品社 2001

る。 

 なんだこれはというほどに、抽象的か観念的か、もしくは

わけがわからないものに見えるだろうが、フーリエは大真

面目にこれらの充実した組み合わせを組織化することで、

社会モデルとしてのアソシアシオンができあがると確信して

いた。それが「ファランジュ」というものだった。のちにフーリ

エ協同体ともよばれた。 

 アソシアシオン「ファランジュ」は1500人から2000人で構

成される。理想的には1620人だというのだが、これは810に

およぶ情念素が完全なシステムを形成するのに必要な人

数の、２倍にあたっているらしい。フーリエが1819年に確立

した理論にもとづくものだったのだが、その後にフーリエ自

身が「縮小規模実験体」を発案して、80家族・400人でも「試

験ファランジュ」が設立できるとした。このようなファランジュ

の中心には、その建物だけでも自生自立しうる「ファランス

テール」という集合機能と集住機能をもったパビリオンが設

定された。 

 それにしても、こういうことを聞かされただけでは、これは

ただの理念の弄びか、数字の遊びにすぎないとしか思えな

いだろう。ぼくもながらくそう思っていた。むしろフーリエの

奇抜な文章と重力感覚の横溢をおもしろがって読んできた

だけだった。 

 しかしあるとき、下河辺淳さんや金子郁容さんらとの仕事

で近代の“プレボランタリー組織”の歴史を調べているとき

に（幼稚園・ＹＭＣＡ・赤十字・動物愛護協会・ボーイスカウ

ト・慈善団体その他）、そうだそうだ、あれも見ておこうと思

ってフーリエが提唱した共同体「ファランジュ」の周辺を追

いかけてみたところ、その意外な実際的広がりに驚いた。 

 発祥のフランスにはコンデシュール・ヴェグルのコロニー

建設をはじめとして、ギーズのファミリステール、サン・ドニ

の農業共同体、リーの農村児童の家、ドーフィネのポリモ

ンドー協同体などが次々にできていて、イギリスでは農学

者のヤングが参画して資金提供してからいくつものファラン

ジュが生まれていた。 

 ロシアでは、ペトランシェフスキーがフーリエ主義運動の

旗手となったことも手伝って、ここにはドストエフスキーも参

加した。時期は遅れたが一番広がったのはアメリカで、マ

サチューセッツだけで30におよぶフーリエ協同体が出現

 

 
→ [

千 夜 千 冊 BAC
NUMBER

1144  『海上の道』柳田国男 

1143  『異装のセクシャリティ』石井達朗

1142  『日本人の自画像』加藤典洋 

1141  『稲と鳥と太陽の道』萩原秀三郎

1140  『猿と女とサイボーグ』ダナ・ハラウ

1139  『カムイ伝』白土三平

1138  『江戸の枕絵師』林美一

1137  『ゲイ文化の主役たち』ポール・ラッ
ル

1136  『悪徳の栄え』マルキ・ド・サド

1135  『非常民の性民俗』赤松啓介

1134  『日本創業者列伝』加来耕三

1133  『市場の書』ゲルト・ハルダッハ＆ユ
ゲン・シリング

1132  『女帝の手記』里中満智子 

1131  『日本／権力構造の謎』上・下 カ
ル・ヴァン・ウォルフレン 

1130  『多文明共存時代の農業』高谷好

1129  『木村蒹葭堂のサロン』中村真一郎

1128  『江戸商売図絵』三谷一馬 

1127  『性的差異のエチカ』リュス・イリガ

1126  『インターネット資本論』スタン・デイ
ス＆クリストファー・マイヤー

1125  『ボランティア』金子郁容

1124  『アヴァン・ポップ』ラリイ・マキャフ

1123  『笑いの経済学』木村政雄

1122  『ぼくの哲学』アンディ・ウォーホル

1121  『百物語』杉浦日向子

1120  『女性の深層』エーリッヒ・ノイマン

1119  『北条政子』永井路子

1118  『ネット・ポリティックス』土屋大洋

1117  『T.A.Z.』ハキム・ベイ

1116  『江戸の身体を開く』タイモン・スク
チ

1115  『資本主義のハビトゥス』ピエール
ルデュー  

1114  『猫と小石とディアギレフ』福原義春

1113  『江戸の市場経済』岡崎哲二  

1112  『田中清玄自伝』田中清玄・大須賀
夫  

1111  『黒い花びら』村松友視  

1110  『昭和という時代』鈴木治雄対談集

1109  『澄み透った闇』十文字美信  

1108  『市場対国家』ダニエル・ヤーギン
ョゼフ・スタニスロー  

1107  『負ける建築』隈研吾  

1106  『未来派』キャロライン・ティズダル
ンジェロ・ボッツォーラ  

1105  『写真ノ話』荒木経惟  

1104  『建築的思考のゆくえ』内藤廣  

1103  『バイ・バイ・キップリング』ナム・ジ
ン・パイク  

1102  『コンセプチュアル・アート』トニー・
フリー  

1101  『モダンデザイン批判』柏木博  

1100  『型の日本文化』安田武  

1099  『ニジンスキーの手記』ヴァーツラ
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『四運動の理論』
上下 

シャルル・フーリ
エ 

現代思潮社 1970

モンマルトル墓地
のフーリエの墓

し、コンシデランが移住してからはテキサスに多機能型の

ファランステールが建てられた。 

 いったい、これは何なのか。何の魅力が人々を引き付け

たのか。なぜフーリエの「奇」はこれほど受け入れられたの

か。それがどうして短期間に各地に広がっていったのか。

これは腰をすえて、いつか考えなければなるまいと思った

ものである。 

 では他方、それほど実践的だったファランジュやファラン

ステールを作り上げたフーリエが、なぜにまた「パレ・ロワイ

ヤルの狂人」などとよばれたのか。やっぱりフーリエはおか

しかったのか。そこも改めて視点を変える必要がありそう

だ。 

 いや、そもそもフーリエはいったいどういう理由でアソシア

シオン「ファランジュ」を発想し、そこに情念と引力などを持

ちこもうとしたのか。これまた、考えこまざるをえなくなって

きた。 

 英語のアソシエーションには結社とか協会とか組合という

意味がある。もともとアソシエーションは「組み合わせるこ

と」をいう。そのような意味と形態の原型は、実はフランス

に発芽していた。それがアソシアシオンである。協同体とか

協同組織と訳している。 

 フランスの産業革命が本格化したのは、1830年代であ

る。これによって都市問題・労働問題・交通機関問題・工場

問題などが一挙に噴き出てきた。アソシアシオンはこれら

の問題を克服するために発想された協同活動単位のこと

で、日本でいえばかつての生協がさまざまな運営法や流通

問題にとりくんだように、また今日のＮＰＯ法人がそれぞれ

独自性を誇ろうとしているように、そのころのアソシアシオ

ンもそれぞれが競いあっていた。フーリエはこれに着目し

たわけなのである。 

 つまりすでにアソシアシオンはあったのだ。 

 が、このままではバラバラになる。フーリエはこのような情

勢のなか、のちに「空想的社会主義」とよばれることになる

“空想”をした。いや、それは空想ではなく、きわめて社会

的なアソシアシオンの実践的改革だったというべきである。 

 だいたい空想的社会主義という呼称はまったく実態にあ

わないもので、これは実証主義とプレ社会主義と産業的生

活主義が出会ったものといったほうがいい。シャルル・フー

リエもサン・シモンも、まったく“空想的”ではなかった。これ

ジンスキー  
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1093  『八大山人』周士心  

1092  『日本の失敗』松本健一  

1091  『幕末の天皇』藤田覚  
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ス  
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フーリエが晩年
過ごしたパリ

はのちのマルクスやエンゲルスが打ち出した社会主義から

見て、かれらが“空想的”ではあれ先駆していたという意味

でつけられた呼称にすぎない。 

 それはともかくも、フーリエはこうした時代情勢のなか、い

ったいどのような理念で、どのように組み立てれば、新たな

協同組織（アソシアシオン・ヌーボー）が産業革命社会の只

中でできあがるのか、そこに着手していくことにした。すで

に具体的な組織は見えていた。改善点は見えている。けれ

どもフーリエは、のちにのべる理由によって、自分の仕事を

厳密に組み立てたいと考えていた。 

 そこで最初に理念をたてた。 

 バラバラな活動をつなげるためにはいったい何が必要な

のか。フーリエは考える。必要なのは、いわば引力である。

互いを引きつけ、互いを引きあう引力がほしかった。しかし

人間は物体ではないので、何をもって引力のはたらきと見

ればよいのか、そこがわからない。フーリエは人間の感覚

や活動から、質量や速度や位置や摩擦にあたる人間力学

的な要素を導き出していくことにする。 

 こうして最初に着手したのが厖大なノートであった。これ

はのちに『大論』になる。フーリエ協同体のためのマスター

プランといってよい。これでおよその骨格が見えてきた。そ

こで人々にプランの一部を話しかけてみると、予想以上の

反応がある。フーリエは自信を深める。しかしまた、まったく

理解されないところがあることも見えてきた。 

 そこでフーリエは具体的な説得対象としての男女にむけ

て、そのマスタープランの一部を切り出すことにする。それ

が『四運動の理論』なのである。読めばその法外な内容と

ともに、フーリエが「普遍のためのアナロジー」に徹している

ことがすぐ伝わってくる。 

 フーリエがとりくんだのは、デカルトの『情念論』では語り

きられなかった情念の性質をあきらかにすること、その情

念に運動を与えること、情念の型を分類してそれらを配置

させること、それらが引きあう可能性を予想すること、その

うえで調和や親和の本質を突き出すこと、こういうことだっ

た。 

 しかし他方で、フーリエはそのようなことが理論化されて

も（徹底的に理論化したのであるが）、働く民衆たちに理解

されるとはかぎらないことも知っていた。かれらは毎日肉体

田慶一  

1037  『日本の現代美術』菅原教夫  

1036  『日本の前衛絵画』中村義一  

1035  『造形思考』パウル・クレー  

1034  『ベルニーニ』石鍋真澄  

1033  『音、沈黙と測りあえるほどに』武満

1032  『古楽とは何か』ニコラウス・アーノ
ール  

1031  『絵画の自意識』ヴィクトール・スト
ツァ  

1030 『伽藍が白かったとき』ル・コルビュ

1029 『構成的権力』アントニオ・ネグリ 

1028 『恐怖の権力』ジュリア・クリステヴ

1027 『カリガリからヒトラーへ』ジークフリ
ト・クラカウアー 

1026 『母権制』ヨハン・ヤコプ・バハオー
ン 

1025 『清沢満之』藤田正勝・安富信哉 

1024 『西洋の没落』オスヴァルト・シュペ
ラー 

1023 『ツァラトストラかく語りき』フリード
ヒ・ニーチェ 

1022 『絹と明察』三島由紀夫 

1021 『インド古代史』中村元 

1020 『レトリック』オリヴィエ・ルブール 

1019 『新幾何学思想史』近藤洋逸 

1018 『書物の出現』リュシアン・フェーブ
アンリ＝ジャン・マルタン 

1017 『近代日本のメディア・イベント』津
聰廣 編著 

1016 『山の民・川の民』井上鋭夫 

1015 『ノンちゃん 雲に乗る』石井桃子 

1014 『エットーレ・ソットサス』ジャン・バー
ー 

1013 『細川ガラシャ夫人』三浦綾子 

1012 『迷宮としての世界』グスタフ・ルネ
ッケ 

1011 『日本史の誕生』岡田英弘 

1010 『イコノスタシス』阿木譲 

1009 『確率の哲学的試論』ピエール・シ
ン・ラプラス 

1008 『仁斎・徂徠・宣長』吉川幸次郎 

1007 『クルト・ヴァイル』岩淵達治・早崎
な 

1006 『魔都』久生十蘭 

1005 『虚数の情緒』吉田武 

1004 『池袋モンパルナス』宇佐美承 

1003 『鶴の眼』石田波郷 

1002 『聖なる空間と時間』ミルチャ・エリ
デ 

番外 退院報告と見舞御礼 

1001 『エレガントな宇宙』ブライアン・グ
ン 
【1】 【2】 【3】 【4】 【5】 

1000 『良寛全集』良寛 

0999 『オデュッセイアー』ホメーロス 

0998 『南総里見八犬伝』滝沢馬琴 

0997 『水戸イデオロギー』ヴィクター・コ
マン 

0996 『伝習録』王陽明 

0995 『過程と実在』アルフレッド・ノース
ワイトヘッド 

0994 『ライプニッツ著作集』ウィルヘルム
イプニッツ 

0993 『玄語』三浦梅園 

0992 『本居宣長』小林秀雄 

0991 『おくのほそ道』松尾芭蕉 

0990 『さかしま』ジョリ・カルル・ユイスマ

0989 『産霊山秘録』半村良 

0988 『正法眼蔵』道元 

0987 『漢字の世界』白川静 

0986 『免疫の意味論』多田富雄 

0985 『はにかみの国』石牟礼道子 

0984 『バルテュス』クロード・ロワ 

0983 『連環記』幸田露伴 
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を酷使し、毎日欲望に飢え、毎日喜怒哀楽を表現している

ものたちだった。かれらに新たなアソシアシオンを感じさせ

るにはもっと肉体的で、もっと欲望的で、もっと喜怒哀楽的

な説得が必要だということを知る。 

 そのためにフーリエが採った方針は、肉体も欲望も喜怒

哀楽も抑制しないということを強く訴えることだった。こうし

てフーリエは「愛」と「性」を積極的にもりこんだ説明に傾い

ていく。この傾きは度が過ぎたといえるほど、フーリエ自身

の肉体や欲望をめくれあがらせたようだった。このためフー

リエは、のちのちにも「性の享楽」を煽ったのではないかと

責められる。 

 いったいフーリエがどういう人物だったかということを書い

ておく。フーリエの理論は、フーリエの人生と切っても切れ

ないものをもっている。 

 シャルル・フーリエはブザンソンの織物や香料を扱う富裕

な卸業の家に生まれたわりに、父親の死などの不運がつ

づいて、20歳には商業の見習をし、そのあとは商人になっ

ている。商人としてはフランス全土ばかりかヨーロッパ中を

まわっていた。その後にリヨンに落ち着いた。この、フーリ

エが商人であったということがことのほか大きい意味をもっ

ている。 

 ミシュレの『フランス革命史』には、「誰がフーリエを作った

のか。ランジュでもバブーフでもない。リヨンだけがフーリエ

の先駆者なのだ」という一節がある。それほどリヨンという

土地がフーリエに与えた影響が大きかった。1784年には、

魔術師カリオストロがリヨンにあらわれて秘密結社のロー

ジュを開いた。1793年にはフーリエ自身が商取引上のこと

で逮捕と疑獄を体験した。19世紀になると、リヨンはある意

味でアウトサイダーが群をなし、屯（たむろ）して、ありとあ

らゆる犯罪と欲望を吸収するような都市になっていた。 

 しかしこのリヨンの喧噪と闇こそがフーリエに新たな見通

しをもたらしたのだった。フーリエは商業や交易の裏の意

味を詳細に知っていく。のみならず、大半の商業や交易に

欠けているものを発見する。それは、すべては「計算方法」

によって、どのようにも社会と人間の価値が変わっていくと

いうことだった。フーリエはしばらく“ニュートン的な計算”に

没入し、その引力を人間社会にあてはめても十分に活用

できると考え始めたのである（フーリエの計算好きや数学

好きには呆れるばかりだ）。 

0982 『世界大博物図鑑』荒俣宏 

0981 『かたち誕生』杉浦康平 

0980 『グレン・グールド著作集』グレン・
ルド 

0979 『対称性人類学』中沢新一 

0978 『ライト自伝』フランク・ロイド・ライト

0977 『砕け散るものの中の平和』アンリ
ョー 

0976 『病める舞姫』土方巽 

0975 『東京セブンローズ』井上ひさし 

0974 『近松浄瑠璃集』近松門左衛門 

0973 『駱駝祥子』老舎 

0972 『ポオ全集』エドガー・アラン・ポー

0971 『火の鳥』手塚治虫 

0970 『ヴィルヘルム・マイスター』ヨハン
ォルフガング・ゲーテ 

0969 『解明される意識』ダニエル・デケッ

0968 『うつろ舟』澁澤龍彦 

0967 『とはずがたり』後深草院二条 

0966 『骰子一擲』ステファヌ・マラルメ 

0965 『クラフトワーク』パスカル・ビュッシ

0964 『本朝画人傳』村松梢風 

0963 『半七捕物帳』岡本綺堂 

0962 『レ・ミゼラブル』ヴィクトル・ユゴー

0961 『戦艦大和ノ最期』吉田満 

0960 『野火』大岡昇平 

0959 『知識の灯台』デレク・フラワー 

0958 『ザメンホフ』伊東三郎 

0957 『弓と竪琴』オクタヴィオ・パス 

0956 『ナショナリズム』姜尚中 

0955 『日本精神分析』柄谷行人 

0954 『南天堂』寺島珠雄 

0953 『未来のイヴ』ヴェリエ・ド・リラダン

0952 『李白詩選』李白 

0951 『阿闍世コンプレックス』小此木啓
北山修 編 

0950 『カラマーゾフの兄弟』フョードル・
エフスキー 

0949 『東海道四谷怪談』鶴屋南北 

0948 『絶え間なき交信の時代』ジェーム
カッツ＆マーク・オークス編 

0947 『春宵十話』岡潔 

0946 『ユダヤ人とは誰か』アーサー・ケ
ラー 

0945 『百禁書』ニコラス・キャロライズ他

0944 『リヴァイアサン』トマス・ホッブズ 

0943 『鈴木いづみコレクション』鈴木いづ

0942 『日本改造法案大綱』北一輝 

0941 『神もなく主人もなく』ダニエル・ゲラ
編 

0940 『サンクチュアリ』ウィリアム・フォー
ー 

0939 『南方録』南坊宗啓 

0938 『吉井勇歌集』吉井勇 

0937 『会社はこれからどうなるのか』岩
人 

0936 『神経政治学』ティモシー・リアリー

0935 『失われた時を求めて』マルセル・
ースト 

0934 『秀吉と利休』野上弥生子 

0933 『新・手話辞典』手話コミュニケーシ
研究会 

0932 『不合理ゆえに吾信ず』埴谷雄高

0931 『侏儒の言葉』芥川龍之介 

0930 『インダクション』ホランド、ホリオー
ニスベット、サガード 

0929 『忍びの者』村山知義 

0928 『イコノロジー研究』エルヴィン・パ
スキー 

0927 『狂雲集』一休宗純 

0926 『ゲニウス・ロキ』クリスチャン・ノル
ルグ＝シュルツ 

0925 『建礼門院右京大夫集』建礼門院
大夫 

0924 『デザイナーは喧嘩師であれ』川崎
男 
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 このあとのフーリエの活動は省くけれど、フーリエは緻密

な計算を使いさえすれば、人間の情念は司ることが可能だ

というところまでのぼりつめていった。社会は情念引力が

司ることによって均衡と安定を保つのではないかとも、結論

づけた。しかし、リヨンを見ているうちに、そのような理想社

会は少人数によるモデル的社会にしておくべきだろうという

ことも、見えてきた。 

 こうしてアソシアシオン「ファランジュ」が誕生していったの

である。『四運動の理論』にフーリエは書いている、「発見

はどんなやりかたで予告されてもかまわないのではない

か」。 

 なるほど、フーリエは新しい社会の単位を発見したかった

のである。この単位、その後すべての社会組織の単位とな

ったものが多い。協会、組合、協同組合、労働組合……こ

れらはみんなフーリエの子供たちだった。 

 では、それなのになぜフーリエは「パレ・ロワイヤルの狂

人」だったのかといえば、フーリエ自身は予告者であり発見

者であって、“参加する一人” ではなかったからである。そ

れに「情報引力」の質量源であるシャルル・フーリエという

太陽だか地球だかが、そんなに動きまわっては、おかしく

なる。ただフーリエはちょっとばかり街をうろつきすぎて、狂

人扱いをされたのだった。 

 

 

 

表『４段階および３２期劃の継承と関連』 
フランス語版（左）と日本語版（右）

 

 

0923 『冬の夜ひとりの旅人が』イタロ・カ
ヴィーノ 

0922 『富永太郎詩集』富永太郎 

0921 『ねじ式・紅い花』つげ義春 

0920 『北越雪譜』鈴木牧之 

0919 『アンビヴァレント・モダーンズ』ロー
ンス・オルソン 

0918 『音と言葉』ウィルヘルム・フルトヴ
グラー 

0917 『日本橋』泉鏡花 

0916 『存在と時間』マルティン・ハイデガ

0915 『超薬アスピリン』平澤正夫 

0914 『この国のかたち』司馬遼太郎 

0913 『神曲』ダンテ・アリギエーリ 

0912 『白書』ジャン・コクトー 

0911 『テレヴィジオン』ジャック・ラカン 

0910 『神仏習合』逵日出典 

0909 『確実性の終焉』イリヤ・プリゴジン

0908 『パサージュ論』ヴァルター・ベンヤ

0907 『「敗者」の精神史』山口昌男 

0906 『武原はん一代』武原はん 

0905 『聖杯と剣』リーアン・アイスラー 

0904 『賭博と国家と男と女』竹内久美子

0903 『メディアの理論』フレッド・イングリ

0902 『戦争とプロパガンダ』エドワード・
ード 

0901 『死ぬことと生きること』土門拳 
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